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鬼も　マメがだ－いすき　　　　　2月2日　遠賀川保育園

2月3日は節分でしたが、ここ「遺書用i保育園」では、2mこ豆まきをしました。かが、い赤鬼や青鬼選が大きな声で

「福は内、鬼は外」とピーナツをまきました。

先生の「年の数だけ食べていいよ。」という声でこわい鬼の面の下からは、ニッコリ笑みがこぼれました。

＊　2　月　の　税　金　＊

固定資産税（第4期）　納期限　2月25日（木）まで

税金は町づ　く　り　の涼　伸びゆ　く　　遠賀町
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地　動日印
の　販威　　す　菅　ま　ま
捉売　の　　ろ　少　だ　の
供機皆　　こ　串本見」　の　さ　　　と　の　町道

等　設　ん　　に　健　に　し

；量黛軽　震∴緯欝彊
i O　動　　い　反　　　　ま　成　さ　い
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毎　月　第　三　日　曜　日　は　「家　庭　の　目」

納

　

税

　

相

　

談

昭
和
粥
年
分
所
得
税
確
定
申
告
の
相
談
受
付
を
次
の
日
程
で
行
い
ま
す

の
で
該
当
さ
れ
る
方
は
も
れ
な
く
申
告
を
し
て
下
さ
い
。

所

得

税

確

定

申

告

▲
印
は
譲
渡
所
得
の
申
告
も
併
せ
て
受
付
け
ま
す
。

右
日
程
に
来
ら
れ
な
い
人
は
3
月
2
日
、
3
日
に
行
い
ま
す
。

振
替
納
税
の

お
　
勧
　
め

所
得
税
を
納
め
ろ
の
に
便
利
な
方
法

と
し
て
「
振
替
納
税
」
の
制
度
が
あ
る

の
を
と
存
じ
で
し
ょ
う
か
。

こ
れ
は
、
あ
ら
か
じ
め
税
務
雷
と
金

融
機
関
に
所
定
の
手
続
き
を
し
て
お
き

ま
す
と
、
銀
行
な
ど
の
預
金
口
座
か
ら

振
替
に
よ
っ
て
納
税
す
る
こ
と
が
で
き

る
制
度
で
す
。
忙
し
い
と
き
な
ど
に
は

つ
い
納
税
の
期
限
を
忘
れ
が
ち
で
す
。

納
税
に
便
利
な
「
振
替
納
説
」
を
、
こ

の
機
会
に
ぜ
ひ
御
利
用
く
だ
さ
い
。

詳
し
い
こ
と
は
、
金
融
機
関
、
税
誇

暑
ま
た
は
税
務
相
談
室
に
お
尋
ね
く
だ

さい。

籍
的
回

町
民
走
ろ
う
大
会
開
催

「
町
民
の
み
な
さ
ん
全
員
で
走
ろ
う
」

を
目
標
に
、
体
育
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
と

健
康
で
明
る
い
社
会
生
活
の
拐
立
に
寄

与
す
る
た
め
に
、
3
月
継
目
（
日
）
1
0

時
か
ら
遠
賀
川
青
果
市
場
前
ス
タ
ー
ト

（
遠
賀
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
集
合
）
で

行
い
ま
す
。

町
民
の
み
な
さ
ん
多
数
の
参
加
を
お

待
ち
し
、
日
頃
か
ら
ト
レ
ー
ー
一
ン
グ
を

つ
ま
れ
て
、
当
日
は
充
分
実
力
を
発
揮

し
て
戴
き
ま
す
よ
う
お
知
ら
せ
い
た
し

ます。な
お
詳
細
に
つ
い
て
は
、
2
月
鮪
日

号
広
報
に
掲
載
し
ま
す
。

震
業
委
員
選
挙
人
名
簿

の
縦
覧

遠
賀
町
選
挙
管
理
費
貝
会
は
、
農
薬

委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿
を
2
月
怨
日

か
ら
1
5
日
間
（
3
月
9
日
迄
）
遠
賀
町

役
場
庶
務
課
に
お
い
て
午
前
8
時
5
0
分

か
ら
午
後
5
時
ま
で
縦
覧
に
供
し
ま

す。

香
　
典
　
返
　
し

次
の
方
々
か
ら
、
遠
賀
町
社
会
福
祉

協
議
会
に
ご
寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た

心
か
ら
故
人
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
し

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

非

行

を

防

ご

う

青
少
年
に
良
い
環
境
を
／

青
少
年
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て

い
る
、
悪
書
の
自
動
販
売
機
が
、
町

内
に
二
カ
所
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

遠
賀
町
青
少
年
育
成
町
民
会
護
で

地
権
者
並
び
に
自
販
穀
設
置
者
と
話

合
い
を
進
め
、
理
解
と
協
力
を
得
て

撤
去
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま

した。現
在
中
間
市
並
び
に
折
尾
地
区
で

は
、
市
民
会
議
の
積
極
的
な
撤
去
運

動
が
実
を
結
び
、
自
販
機
は
殆
ん
ど

姿
を
消
し
ま
し
た
が
、
業
者
は
こ
の

自
販
機
を
遠
賀
郡
内
に
移
動
設
置
し

－
遭
賀
町
青
少
年
育
成
町
民
A

つ
つ
あ
る
現
状
で
す
。

せ
っ
か
く
轍

た
自
販
機
が
、

れ
ろ
こ
と
は
、

を
著
し
く
阻
害

す。
ど
う
か
、

悪
書
の
自

対
し
、
「
土

よ
う
御
協
力
下
さ
い
。

明
る
い
、
宵
少
年
健
全
青

を
町
ぐ
る
あ
で
推
進
し
ま
し

故
長
野
弘
道
様

（別府）

故
筋
田
信
義
様

（上別府）

故
神
谷
　
恕
様

（
小
倉
北
区
）

故
有
田
萄
里
様

（別府）

故
末
松
と
サ
コ
様

（老良）

故
林
　
イ
マ
様

（尾崎）

故
奥
田
友
樹
楼

（別府）

故
青
線
文
生
摸

（広渡）

長
野
和
子
横

筋
田
　
裕
様

神
谷
美
智
子
様

有
田
征
治
様

末
松
　
英
様

林
　
厚
志
様
．

奥
田
博
之
様

古
揚
文
麿
様

≡
－
．
）
－
7
－
－
－
号
－
ヽ
‘
′
ヽ
－
一
三
．
、
′
ヽ
（
．
－
三
．
．
ヽ
く
く
ー
ー
≡
－
ゝ
く
′
｝
－
茎
－
ヽ
′
ヽ
く
三
－
－
－
ヽ
‘
’
ヽ
－
≡
－
、
く
く
．
≡
－
－

身

体

障

害

者

の

み

な

さ

ん

　

へ

県
身
体
障
害
者
簿
婚
相
談
所
で
は
、

第
3
回
「
申
込
者
の
つ
ど
い
」
　
（
集
団

見
合
）
を
次
の
よ
う
に
実
施
し
ま
す
。

▽
日
　
時
　
昭
和
前
年
3
月
泌
日
（
目
）

1
0
時
0
0
分
～

▽
場
　
所
　
福
岡
市
立
国
民
宿
舎
「
千

石荘」

▽
問
合
せ
先
福
岡
市
中
央
区
六
本
松
2

の
認
　
福
岡
県
身
体
障
害

者
結
婚
相
敲
所
　
屯
話
0

9

2

（

1

5

1

）

3

2

3

▽
申
込
期
限
　
昭
和
5
7
年
3
月
1
0
日

▽
参
加
賞
　
無
料

▽
添
付
す
る
も
の

。
声
籍
謄
本
一
道

o
印
鑑

。
写
実
二
枚
（
手
札
型
全
身
の
も
の
）

申
込
み
は
、
遠
賀
町
身
体
障
害
者
福

祉
協
憩
会
会
長
　
矢
野
速
雄
氏
を
通
じ

て
申
込
み
下
さ
い
。
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印鑑登録謡（印鑑手帳）は重要な書類です。紛失しないよう注意しましょう

広
漠
小
↓
交
流
学
習
会
1
養
護
学
校

交
換
音
楽
会
に
盛
ん
な
拍
手

先
月
2
9
日
北
筑
前
饗
護
学
校
（
粕
屋

郡
古
賀
町
）
の
妹
徒
が
広
漠
小
学
校
を

訪
れ
、
間
中
児
童
と
交
流
学
習
会
を
開

き
ま
し
た
。

小
雪
が
ち
ら
つ
く
天
候
の
申
、
校
庭

を
力
い
っ
ぱ
い
走
り
回
っ
て
タ
コ
揚
げ

を
し
た
後
、
体
育
館
で
交
歓
音
楽
会
を

行
い
ま
し
た
。
同
年
代
の
他
校
児
童
と

浅
す
る
機
会
の
少
な
い
餐
駆
学
校
生
徒

達
は
、
広
渡
小
学
校
児
垂
の
熱
の
入
っ

た
吹
葵
楽
隊
、
毀
笛
隊
の
演
葵
、
そ
し

て
チ
ア
ガ
ー
ル
の
踊
り
に
盛
ん
諸
手
　
陣

を
送
っ
て
い
ま
し
た
。

サ
ー
ク
ル
会
員
募
集

町
内
の
各
サ
ー
ク
ル
代
表
者
の
み
な

さ
ん
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

広
報
3
月
1
0
日
号
及
び
3
月
2
5
日
号

で
新
年
度
サ
ー
ク
ル
会
貝
募
集
（
体
育

系
及
び
文
化
系
）
を
掲
絨
す
る
予
定
で

す。
こ
の
機
会
に
募
集
さ
れ
る
サ
ー
ク
ル

が
あ
れ
ば
、
サ
ー
ク
ル
名
・
場
所
・
曜

日
・
会
費
・
対
象
会
員
数
・
問
い
合
せ

先
等
を
記
入
の
士
、
ま
た
練
習
中
の
写

英
（
白
黒
）
等
が
あ
れ
は
い
っ
し
ょ
に

添
え
て
、
2
月
2
0
日
（
土
）
ま
で
に
熊

蕗
課
庶
務
係
に
提
出
し
て
下
さ
い
。

親
権
バ
ス
ハ
イ
ク
の

お
誘
　
い

遠
賀
同
友
会
で
は
、
第
2
6
回
バ
ス
ハ

イ
ク
を
次
の
通
り
行
い
ま
す
の
で
、
家

族
翻
っ
て
の
参
加
を
お
待
ち
致
し
て
お

り
ま
す
。

▽
円
∴
時
－
醐
和
5
7
年
2
月
2
8
日
（
日
）

午
前
8
時
遠
賀
川
駅
間
集

合

▽
目
的
地
　
宝
満
山
（
脚
m
）

▽
参
加
費
　
大
人
　
二
千
二
百
円

子
供
　
千
八
由
円

▽
持
参
品
　
弁
当
、
水
筒
、
ヤ
ッ
ケ
、

セ
ー
タ
ー
、
雨
具
、
そ
の

他
ハ
イ
キ
ン
グ
の
で
き
る

服
装
　
※
雨
天
決
行

▽
申
込
み
及
び
問
い
合
わ
せ
先

加
藤
祐
青
　
砥
話
（
3
）
3
6
5
9

．
県
立
轟
校
定
時
制

働
き
な
が
ら
葡
絞
教
育
を
受
け
た
い

人
の
た
め
に
、
県
立
高
校
で
は
、
昭
和

5
7
年
度
の
定
時
制
過
程
の
生
徒
を
次
の

要
領
で
募
集
し
ま
す
。

▽
大
学
間
暫
受
付
昭
和
5
7
年
2
月
1
2
早
く
2

月
1
8
日
1
2
時
ま
で

▽
学
力
検
査
　
3
月
日
日

▽
教
　
科
　
国
語
、
数
学
、
社
会
、
理

科
、
外
国
語
（
英
語
）

▽
募
集
校
及
び
学
科
・
定
員

。
紫
松
高
校
　
普
通
科
　
4
0
人

。
八
礪
中
央
高
校
　
普
通
科
　
0
0
人

。
鞍
手
分
校
∴
普
通
科
　
4
0
人

家
政
科
　
4
0
人

。
そ
の
他
県
内
2
8
高
校
あ
り

詳
細
は
、
福
岡
県
教
育
庁
指
導
第
一

潔
　
癖
話
0
9
2
（
6
5
1
）
1
1
1

1

内

線

5

1

1

4

－

5

1

1

7

へ

ど

う

ぞ。

県
立
高
校
通
信
制

通
信
制
は
、
毎
日
通
学
し
て
授
業
を

受
け
ら
れ
な
い
人
の
た
め
の
も
の
で
す

▽
入
学
願
書
受
付
順
和
5
7
年
3
月
2
0
日
－

4
月
8
日

▽
募
集
校
　
県
立
修
猷
館
高
校
通
信
制

福
岡
市
西
区
西
新
6
丁
目

1
の
m

▽
募
集
人
員
　
5
0
0
名

▽
修
学
年
限
　
4
年
以
上

詳
細
は
、
壇
撰
修
猷
錫
　
籠
孫
0
9

2
　
（
8
4
1
）
　
3
8
2
2
へ
ど
う
ぞ
。

県

民

椙

韻

室

を

設

置

し

ま

し

た

県
庁
行
政
棟
1
階
に
「
県
民
相
談
室
」
を
設
け
て
、
次
の
相
談
業
務
を

行
っ
て
い
ま
す
。

県
　
民
　
相
　
戦

o
相
談
員
が
、
県
政
・
県
民
儀
活
に

関
係
す
る
苦
情
や
悪
鬼
要
望
、
問
い
合

わ
せ
等
に
応
じ
ま
す
。

。
相
談
は
、
鐙
話
、
来
訪
、
文
寓
等

自
由
で
す
。

無

料

法

律

相

織

。
専
門
的
な
法
律
知
識
を
必
要
と
す

る
民
晦
相
談
の
た
め
、
弁
護
士
に
よ
る

無
料
法
律
相
談
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

。
毎
月
第
2
、
第
4
金
曜
日
の
1
3
時

－
1
6
時
ま
で
。
相
談
は
、
惑
詰
等
で
予

約
し
て
い
た
だ
き
来
訪
を
原
則
と
し
て

い
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
先

〒
8
1
2
福
岡
市
博
多
座
乗
公
園
1
の
1

福
岡
県
庁
内
「
県
民
相
談
室
」
　
宿
話

0
9
2
　
（
6
5
1
）
　
1
2
3
4
へ
ど
う

ぞ。
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（天気図を読もう①）

大気の顔と

天気記号

毎　日　が　　防　火　デ　ー　で　す　　ぼ　く　の　家

地
球
を
と
り
ま
く
空
気
の
層
（
大

気
）
は
、
地
上
か
ら
約
千
キ
ロ
の
上

空
に
ま
で
広
が
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

う
ち
、
わ
た
し
た
ち
の
生
活
に
影
響

を
与
え
ろ
雨
や
風
な
ど
の
自
然
現
象

は
、
地
上
約
十
キ
ロ
ま
で
の
空
気
の

屈
で
起
こ
り
ま
す
。

で
は
、
予
報
官
は
ど
の
よ
う
に
し

て
天
気
の
移
り
変
わ
り
を
予
測
す
る

の
で
し
ょ
う
か
。

お
医
者
さ
ん
が
枝
葉
の
親
類
を
決

め
る
と
き
病
人
の
体
を
い
ろ
い
ろ
調

べ
る
よ
う
に
、
予
報
官
は
、
ま
ず
、

自
分
た
ち
が
ど
ん
な
空
気
（
大
気
）

の
底
で
生
活
し
て
い
る
の
か
を
、
た

く
さ
ん
の
デ
ー
タ
を
使
っ
て
調
べ
ま

す。
気
象
デ
ー
タ
は
、
日
本
は
も
と
よ

り
世
界
中
の
国
が
同
時
刻
に
同
じ
方

法
で
調
べ
て
お
り
、
ど
の
国
と
で
も

資
料
交
換
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
う
し
て
集
め
ら
れ
た
世
界
中
の

デ
ー
タ
を
基
に
、
気
圧
の
高
低
、
雨

の
多
少
、
風
の
強
弱
、
気
温
の
高
低

な
ど
が
各
地
域
こ
と
に
、
い
ろ
い
ろ

な
種
類
の
図
に
描
か
れ
ま
す
。

あ
る
時
刻
の
、
こ
の
よ
う
な
大
気

の
素
顔
を
地
上
面
に
描
い
た
の
か
、

新
聞
な
ど
で
お
な
じ
み
の
地
上
天
気

図
で
す
。
こ
れ
は
、
い
う
な
れ
ば
，
大
気
の

素
顔
〟
　
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
し
ょ

百
聞
風
聞
同
一

で
は
、
天
気
図
は
、
ど
の
よ
う
に

見
れ
ば
よ
い
で
し
ょ
う
か
？

例
え
ば
、
日
本
列
島
が
轟
と
し
ろ

さ
れ
た
高
気
圧
に
お
お
わ
れ
て
い
る

場
合
は
、
お
だ
や
か
な
天
気
の
顔

で
、
低
と
し
ろ
さ
れ
た
低
気
圧
や
前

線
に
お
お
わ
れ
で
い
る
日
本
列
島

は
、
雨
や
強
風
の
機
嫌
の
悪
い
大
気

例
え
ば
左
の
記
号
が
福
岡
市

の
位
置
に
あ
れ
ば
「
北
の
風
、

風
力
3
、
天
気
は
曇
り
」
と
な

り

ま

す

。

カ

　

　

　

　

る

圏
閣

員
向
　
天
京
∴
則

の
顔
と
言
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ

の
大
気
の
〝
顔
つ
き
〟
を
知
る
こ
と

が
、
明
日
、
明
後
日
の
大
気
の
変
化

を
知
る
う
え
で
大
切
な
こ
と
な
の
で

す。
次
に
、
陸
上
や
海
上
の
観
測
点
に

は
、
○
即
が
つ
け
ら
れ
、
そ
の
○
印

の
巾
や
そ
ば
に
鵬
・
雨
な
ど
の
天
気

模
様
、
風
向
き
、
風
力
な
ど
の
記
号

が
番
か
れ
て
い
ま
す
（
表
1
参
照
）
。

○
印
に
つ
い
て
い
ろ
樺
は
、
風
向

き
を
表
し
、
十
六
万
位
で
示
さ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
風
力
は
風
向
軸
（
棒
）

に
向
っ
て
右
側
に
風
力
六
ま
で
、
そ

れ
以
上
の
風
力
に
つ
い
て
は
左
側
に

左
右
対
称
に
な
る
よ
う
に
記
入
さ
れ

て
い
ま
す
（
表
2
参
照
＝
棒
一
木
増

え
る
と
風
力
は
1
強
く
な
る
）
。

国
－
春
の
薬
事

2
月
、
3
月
は
空
気
が
非
常
に
乾
燥
し
、
強
い
風
が
吹
く
こ
と
が
多
く
、

加
え
て
暖
房
器
具
な
ど
の
火
気
使
用
な
ど
も
あ
っ
て
、
一
年
の
う
ち
で
も

火
災
の
多
い
時
期
で
す
。

だ
ぼ
－
二
本
　
　
　
　
百
七
十
万
円

ス
ト
ー
ブ
一
台
　
　
三
百
八
十
万
円

火
災
に
よ
る
賦
藷
綱

旧
知
5
5
年
中
に
起
こ
っ
た
火
災
の
う

ち
、
損
害
額
の
一
語
大
き
い
の
は
た
ば

こ
に
よ
る
も
の
。
た
ば
こ
に
よ
る
火
災

一
件
当
た
り
、
約
百
七
十
万
円
相
当

の
財
産
が
灰
に
な
っ
た
勘
定
に
な
り
ま

す。
第
二
位
が
ス
ト
ー
ブ
に
よ
る
火
災
。

韻
書
総
額
で
は
た
ば
こ
に
〝
第
一
位
〟

の
座
を
譲
っ
て
い
ろ
も
の
の
、
一
件
当

た
り
の
損
害
額
で
は
断
然
ト
ッ
プ
。
一

件
当
た
り
約
三
百
八
十
万
円
相
当
の
財

産
が
〝
燃
料
〟
　
に
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し

た。

昭
和
5
5
年
中
に
は
、
全
国
で
1
時
間

に
は
ぽ
7
件
の
割
合
で
火
災
が
発
生
し

て
い
ま
す
が
、
こ
れ
を
出
火
原
因
別
に

見
る
と
、
た
ば
こ
、
火
あ
そ
ひ
、
た
き

火
の
順
で
多
く
、
ス
ト
ー
ブ
は
7
蕃
目

で
す
。
と
こ
ろ
が
、
私
達
の
財
鷹
を
灰

に
し
て
し
ま
う
〝
効
率
〟
と
い
う
点
で

は
、
ス
ト
ー
ブ
は
他
を
圧
倒
し
て
い
る

と
い
え
ま
す
。

こ
れ
は
、
ス
ト
ー
ブ
が
家
財
道
具
の

集
中
し
た
部
屋
で
使
わ
れ
る
た
め
と
も

い
え
ま
す
が
、
最
大
の
原
因
は
火
災
が

起
こ
っ
た
場
合
の
炎
が
大
き
く
、
初
期

消
火
が
難
し
い
と
い
う
点
に
あ
り
ま
す

ス
ト
ー
ブ
は
私
達
に
〝
ぬ
く
も
り
〟

を
与
え
る
と
同
時
に
、
財
産
や
生
命
を

奪
う
こ
と
と
な
る
危
険
性
も
秘
め
て
い

ます。ス
ト
ー
ブ
、
た
ば
こ
、
そ
し
て
火
の

後
始
末
に
は
、
く
れ
ぐ
れ
も
ご
注
葱

を。

吸
い
が
ろ
ば
灰
皿
へ
・
…



（5）塵⑯箇勉彿　　　　　　　　　　　　　　第284号

み　ん　な　の　協　力　で　火　災　の　な　い　町　を

㈲

河

　

口

　

湖

ま
ほ
ろ
し
の
木
舟
あ
や
つ
る
縄
文
の
人

乾
く
沼
弥
生
の
人
は
泥
に
ま
み
れ

万
葉
の
目
方
吹
き
つ
ぐ
暖
に
波

河
口
堰
工
事
の
は
じ
ま
る
前
に
、
長

た
百
姓
の
足
蜜
は
、
白
く
ふ
や
け
て
し

ま
っ
た
。
按
の
穂
を
燕
に
挿
し
て
利
の

祭
を
す
る
。

喜
び
に
つ
け
悲
し
み
に
つ
け
、
昔
の

人
は
神
に
祈
る
よ
り
な
か
っ
た
。
病
を

得
る
と
神
に
念
じ
て
快
癒
を
待
ち
、
子

供
が
生
れ
る
と
そ
の
成
長
を
神
に
願
っ

虎
の
尾
が
森
な
し
雨
乞
の
呪
文
と
な
る

田
蟹
が
い
て
洪
水
数
の
て
ら
て
ら
陽

よ
し
き
り
が
た
た
く
河
口
は
授
憤
榎

と
ら
の
尾
は
、
夏
の
聞
せ
い
い
っ
ぱ

い
陽
を
吸
っ
て
、
森
の
よ
う
に
繁
っ
て

揺
れ
る
桜
は
、
苦
の
農
大
の
雨
を
祈
っ

い
土
手
を
歩
き
な
が
ら
、
や
が

て
水
に
浸
っ
て
し
ま
う
だ
ろ
う

こ
の
景
色
を
眺
め
な
が
ら
、
思

い
切
り
推
理
を
す
す
め
て
見

た
。
現
在
洪
水
敬
に
な
っ
て
い

る
と
こ
ろ
で
、
砿
渡
や
島
津
な

ど
田
圃
が
あ
り
、
稲
が
作
ら
れ

て
い
た
。
そ
の
周
辺
に
は
人
の

住
い
も
有
っ
た
。
縄
文
弥
生
と

続
く
古
い
時
代
か
ら
、
人
々
は

泥
に
ま
み
れ
て
働
い
た
。

こ
の
厳
に
は
昔
の
人
の
喜
怒

哀
楽
が
澄
ん
で
い
た
。
そ
ん
な

感
情
が
句
に
な
っ
た
の
で
あ
る

河
口
湖
に
日
が
浸
き
椴
と
神

話
が
生
き

た
声
の
よ
う
に
も
聞
え
る
。

積
切
り
が
棲
ん
で
、
カ
ツ
カ
ツ
カ
ツ

と
た
た
く
よ
う
に
鳴
く
洪
水
赦
、
蔑
生

の
太
陽
は
夏
の
象
徴
の
よ
う
に
明
る

く
、
田
蟹
の
つ
ぶ
や
き
と
も
な
る
の

で
あ
っ
た
。

あ
か
あ
か
と
魚
道
の
水
が
呼
ぶ
客

を）石
炭
の
憂
霜
を
こ
こ
に
流
れ
る
川

芙
蓉
の
水
を
犬
鴫
の
水
を
揺
る
南
風

そ
し
て
今
、
堰
は
締
め
ら
れ
た
。

英
影
山
の
水
、
犬
鳩
山
の
水
が
集

り
、
石
炭
舟
を
通
わ
せ
た
こ
と
も
幻

と
な
り
、
わ
ず
か
に
魚
道
だ
け
が
昔

の
ま
ま
。

田
の
神
を
祭
る
黒
穂
の
韻
を
挿
し

日
乞
い
す
る
農
奴
の
足
う
ら
白
く
し
て

瞑
想
が
瞑
想
を
生
み
、
稲
を
作
る
こ

と
た
け
し
か
知
ら
ぬ
よ
う
に
人
々
は
た

だ
黙
々
と
働
く
、
日
が
な
一
日
申
飼
い

た
。
稲
の
豊
作
を
祈
る
祭
典
は
、
年
に

数
回
怠
り
な
く
行
わ
れ
た
。
番
ま
つ

り
、
夏
ま
つ
り
、
凪
止
め
ま
つ
り
、
そ

し
て
出
来
た
米
を
献
じ
て
感
謝
す
る
宮

座
ま
つ
り
と
。

も
え
る
畢
生
さ
ら
さ
ら
波
は
目
方

の
渡

海
の
鳥
が
来
て
い
て
え
の
こ
ろ
草
の
昼

あ
す
に
つ
な
が
る
水
原
を
跳
ね
る
魚
と

こ
こ
に
平
和
な
河
口
湖
の
す
が
た
が

あ
る
。
　
　
　
　
（
片
山
花
御
史
）

0

0

㊥

0

0

い
ざ
と
い
う
と
き
の
た
め
に

大

切

に

保

護

し

よ

う

「
消
防
水
利
」
と
い
う
言
薬
を
こ
存

じ
で
す
か
。

こ
れ
は
、
火
災
現
場
に
か
け
つ
け
た

消
防
隊
や
消
防
団
が
、
緊
急
に
使
用
す

る
消
火
用
の
水
で
す
。

「
消
防
水
利
」
に
は
、
ど
ん
な
も
の

が
あ
る
か
と
い
い
ま
す
と
、

〔
消
火
せ
ん
〕
道
路
な
ど
に
設
け
ら

れ
て
お
り
、
ふ
だ
ん
は
鉄
板
等
で
ふ
た

を
し
て
あ
り
ま
す
。

〔
紡
火
水
そ
う
〕
公
園
、
広
場
、
空
き

地
な
ど
に
あ
っ
て
、
消
火
せ
ん
の
よ
う

に
水
圧
等
の
影
響
な
く
使
用
で
き
ま
す

〔
弘
毅
消
火
せ
ん
〕
ビ
ル
や
デ
パ
ー

ト
な
ど
に
設
宿
さ
れ
て
い
ま
す
。

〔
プ
ー
ル
〕
学
校
な
ど
の
プ
ー
ル
の

水
も
、
火
災
の
と
き
は
消
火
に
役
立
ち

ます。
〔
河
川
、
池
、
堤
、
海
〕
火
災
の
場

合
は
、
大
き
な
役
割
を
果
た
し
ま
す
。

火
災
の
消
火
作
業
は
、
一
分
一
秒
を

争
い
ま
す
。
日
ご
ろ
か
ら
、
「
消
防
水

利
」
を
い
つ
で
も
使
え
る
よ
う
な
状
態

に
し
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
次
の

点
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

▽
消
防
水
利
の
近
く
に
消
火
活
動
の

妨
げ
に
な
る
よ
う
な
物
を
置
か
な
い
よ

う
に
し
ま
し

ょ
ー
つ
○

▽
車
を
駐

車
さ
せ
る
と

き
は
、
消
防

水
利
の
上
や

近

く

に

止

め
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ

う
。
駐
車
す

る
と
、
通
路

一

国
ハ
J
生
年
ノ

′

交
通
法
に
よ
っ
て
削
せ
ら
れ
ま
す
。

▽
防
火
水
そ
う
な
ど
の
消
防
水
利
に

ゴ
、
、
、
や
物
を
投
げ
こ
ま
は
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
子
供
達
を
さ
く
内

で
遊
ば
せ
な
い
よ
う
に
気
を
つ
け
て
下

さ
い
。

管
内
火
災
・
救
急
件
数

昭
和
5
6
年
1
月
か
ら
1
2
月
ま
で



第2蝕号　　　　　　　　　　　　　　庭㊨西の餅（6）

ガンの危険信号

1．胃の具合が悪く、食欲がなく、好みが変ったりしさ

いか…………………………………………・（Mガン）

2．おりものや不正出血i彊いか・・・i……・（子宮ガン）

3．乳房の中にシコ出光いか……………・・・・・・（乳ガン）

4．のみこむときに、つかえることIおいか（食道ガン）

5．値に血や粘液がまじったりし会いか

…・・・（六〇ガン、宣掃ガン）

6．咳が勧）たり、鏡iこ血がまじったり、声がかすれた

りしれ1か……………………・（麟ガン、駒ガン）

7．治りにくい濃的よれ）か…〈舌ガン、穐きガン8ど）

8．尿の出があるかったり、血がまじったりしれ）か
……・（置きガン、臓競ガン、前立慮ガン）

！．このようを丘状があったら、宣ちに鯵でもらって、

ガンでsllことを確かめてまきましょう。

！．ガンは集ま状のうちに藩げえますから、

年1回は持寄る婁げで、喪心しましよう。

▽　　　　▽
揚　　　　時

所　　　　間

英馨　罵端点　盤舌i責2篤　ン
釜。3。8嘗昔　∴∴　雷霊屋　検

鱗診
館　時分　時（（（

夜菅　第585
場∴∴∴∴（
轍　　　10）　　　時

▽　　　　▽　　　　▽　◎　▽　▽　▽　　▽　▽　◎

場　　　　時　　　　期検持科定　　由　揚　串
参　　　　　込　　込

新　　　　聞　　　　日　誌品　金　員　　み　所　み
日

健康づ　く　り　に　　こぽ　んを　　食べま　し　ょ　う

個
憫
鰹
鰭
圃
壁
の
網
目
U
謬

妊
　
婦
　
相
　
談

予
防
接
種
メ
　
モ

胃
　
ガ

◎
申
込
み

▽
場
　
所

▽
申
込
み
日

▽
定
　
貝

▽
料
　
金

▽
持
参
晶

◎
検
　
鯵

▽
期
　
日

子
宮
ガ
　
ン
検
診

役
場
保
健
衛
生
係
窓
口

2
月
1
2
日
（
金
）
か
ら

定
貝
に
な
り
し
だ
い
締
切

4
5
0
名
（
1
日
各
期
名
）

千
円
印
鑑

3
月
3
日
（
水
）

3
月
1
2
日
（
金
）

3
月
1
9
日
（
金
）

受
付
　
9
時
5
0
分
－

1
0
時
幼
分

検
査
　
1
0
時
0
0
分
か
ら

中
央
公
民
館
（
役
場
械
）

▽
期
　
日
　
2
月
2
3
日
（
火
）

▽
時
　
間
　
9
時
5
0
分
ま
で
に
お
い
で

下
さ
い

▽
場
　
所
　
役
場
保
健
室

▽
対
象
者
　
妊
産
婦

▽
持
参
品
　
印
鑑
（
母
子
手
帳
を
受
領

す
る
人
の
み
）

▽
内
　
密
　
新
生
児
の
扱
い
方

入
浴
指
導

母
子
手
帳
交
付

▽
料
　
金
　
無
料

無
縁
墳
墓
の
改
葬

関
係
者
は
申
し
出
て
下
さ
い
。

◎
所
在
地
　
宮
崎
県
宮
崎
郡
佐
土
原
町

大
字
下
田
島
1
1
5
3
9

▽
名
　
称
　
平
松
基
地

▽
屈
出
先
　
宮
崎
県
宮
崎
郡
佐
土
原
町

大
字
下
田
島
2
0
6
6
0

佐
土
原
町
役
場
環
挽
衛
生

課
　
程
詣
0
9
8
5
1

（
3
）
2
5
1
0

▽
届
出
期
限
　
昭
和
5
7
年
2
月
2
0
日

自
書
醤
計
、
浩
購
い

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

④
受
け
る
年
令
　
　
㊥
受
け
方
　
　
⑮
実
施
時
期

④
3
～
1
8
カ
月
児
が
最
適

㊥
6
週
間
以
上
お
い
て
2
回

㊦
春
と
秋
（
各
1
回
）

鎗
‖
絹
親
畿
滴
1
回

㊦
お
お
む
ね
1
年
中

0
0
詔
譜
胡
誓
鷲
月
児
ま
で
に
受
け
ろ

二
期
（
l
回
）
を
一
期
終
了
後
1
2
～
1
8
カ
月
お

受
け
る

㊦
春
と
秋
（
各
4
回
）

①
3
－
4
8
カ
月
未
満
児

㊥
ツ
反
で
陰
性
者
の
み
8
c
c
を
受
け
ろ

㊦
春
（
1
回
）

籍
讃
読
臥
）
お
い
て
2
回
　
㊦
秋

④
3
歳
以
上
の
人

㊥
初
め
て
受
け
る
人
は
1
－
2
週
間
お
い
て
2
回

毎
年
受
け
ろ
人
は
1
回

㊦
初
夏

④
予
防
接
種
に
よ
っ
て
2
－
1
週
間
他
の
予
防
接
種
は

で
き
ま
せ
ん
。

㊥
計
画
性
を
も
っ
て
な
る
べ
く
早
い
時
期
に
受
け
ま
し

よ
ー
’
○

㊦
接
穂
申
込
み
は
前
日
ま
で
。

県

下

一

斉

ネ

ズ

　

ミ

駆

除

運

動

ネ
ズ
ミ
は
経
済
的
な
損
害
を
与
え
る

は
か
、
各
謡
疾
病
を
媒
介
す
る
な
ど
我

々
の
生
活
諒
暁
に
多
大
な
影
密
を
お
よ

は
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
本
年
度
に

お
い
で
も
期
間
を
定
め
て
県
下
一
斉

に
、
地
域
ぐ
る
み
の
計
画
的
、
組
織
的

な
鍬
除
運
動
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

▽
実
施
期
間

▽
実
施
方
法

昭
和
5
6
年
2
月
1
日
～

2
月
純
白

区
長
及
び
地
区
衛
生
推

進
員
の
方
を
通
じ
て
、

町
か
ら
殺
そ
剤
を
希
望

地
区
に
無
償
配
付
し
ま

す。



（7）塵⑯西㈱彿　　　　　　　　　　　　　　　第2蝕号

▽　　　▽　▽

場　　時　期

所　　関　田

東和苑（浅木617番地の14）

平田　龍有くん

（麗子さんの長男）
昭和56年9月11日生

待望の男の子が僕。大喜
びのお父さんだったのに今
は知らん顔、おねえちゃん
とぽっかり遊ぶの。でも、
お風呂は三人で入って遊ぶ
んだ。とっても気持ちがい
いよ。いつか柔道を教えて
ねお父さん。

尾崎1605番地の7

白川　貫くん

（繋子さんの瑚）
昭和56年7月25日生

僕、お父さんとお風呂に
入るのか大好き。だって男

同志の話しができるから。

今では、元気いっぱい、
い†こずら僕だけど、お父さ

ん、お母さんよろしくお願
いします。

定　2　　掲写　　　2　す）名　2誠実掲写名　○対

で、月　しや誠実（応象

灘萩
予回　○’念す　　回で

不要犬の引き顎りIま、遠賀保健所093（201）4161へどうぞ

児
　
相
　
談

2
月
1
5
日
（
月
）

9
時
0
0
分
か
ら
1
0
時
5
0
分

の
間
に
お
い
で
下
さ
い
。

役
場
保
健
室

生
後
0
－
6
カ
月
児

母
子
手
帳

当
．
－
－
－
さ
，
、
．
な
？
．
．
事
i
主
う
，
三
年
t
t
t
f
 
t
”
＼
d
m
f
，
●
●
＿
ヽ
き
て
’
＿

体
重
、
身
長
等
の
測
定
　
　
『

離
乳
食
等
の
相
談

乳
幼
児
　
の

国
乳
幼
児
の

か
か
る
病
気

で
は
、
カ
ゼ

が
、
一
番
多

く
、
一
年
間

に
五
、
六
回

は
ひ
く
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

原
因
と
痘
状
の
特
徴

乳
幼
児
の
カ
ゼ
は
、
両
親
な
ど
身

近
な
人
か
ら
う
つ
さ
れ
る
こ
と
が
多

く
、
そ
の
原
因
は
、
ほ
と
ん
ど
が
ウ

イ
ル
ス
に
よ
る
も
の
で
す
。

症
状
と
し
て
は
、
鼻
汁
を
出
し
た

り
、
く
し
ゃ
み
を
伴
う
い
わ
ゆ
る
鼻

カ
　
ゼ

カ
ゼ
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。
し
か
し
、

お
と
な
と
逸
っ
て
口
で
の
呼
吸
が
う

ま
く
で
き
な
い
た
め
、
す
ぐ
不
さ
け

ん
に
な
り
、
乳
や
ミ
ル
ク
が
飲
み
に

く
く
な
り
ま
す
の
で
気
を
つ
け
て
あ

げ
ま
し
ょ
う
。

ウ
イ
ル
ス
や
細
菌
が
の
ど
に
と
ど

ま
っ
て
い
ろ
か
ぎ
り
、
そ
れ
ほ
ど
問

題
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
そ
れ
ら
の

〝
誌
カ
〟
が
強
か
っ
た
り
体
の
抵
抗

力
が
弱
ま
っ
て
い
た
り
す
る
と
、
単

な
る
努
力
ゼ
に
終
わ
ら
ず
症
状
が

重
く
な
り
ま
す
か
ら
注
悪
し
ま
し
ょ

ス
ノ
○

手
当
て

初
期
の
努
力
ゼ
の
段
階
で
、
部
屋

を
温
か
く
し
た
り
着
る
も
の
に
気
を

配
る
な
ど
、
体
の
保
温
に
注
意
し
ま

し
ょ
う
。
そ
う
す
れ
ば
、
一
週
間
ぐ

ら
い
で
よ
く
な
り
ま
す
。

下
痢
の
場
合
は
、
温
か
く
し
て
安

静
に
按
か
せ
、
水
分
を
十
分
に
与
え

る
こ
と
が
大
切
で
す
。
む
や
み
に

下
痢
ど
め
の
薬
な
ど
を
飲
ま
せ
ろ
の

は
、
禁
物
で
す
。

「
元
気
な
赤
ち
ゃ
ん
」
参
加
者
募
集

広
報
「
お
ん
が
」
で
は
、
「
元
気

な
赤
ち
ゃ
ん
」
の
参
加
者
を
毎
月
募

集
し
て
い
ま
す
。

3
月
1
0
日
号
・
2
5
日
号
の
掲
載
希

望
の
方
は
、
今
月
2
0
日
ま
で
に
、
官

製
は
が
き
に
住
所
・
父
母
の
氏
名
・

赤
ち
ゃ
ん
の
名
前
と
生
年
月
日
・
瑠

話
番
号
を
記
入
の
上
、
遠
賀
町
役
場

庶
務
課
「
元
気
な
赤
ち
ゃ
ん
係
」
宛

お
出
し
下
さ
い
。

気
を
つ
け
た
い
こ
と

乳
幼
児
の
カ
ゼ
で
一
番
注
意
し
た

い
の
は
、
中
耳
炎
で
す
。
鼻
と
耳
が

の
ど
の
奥
で
つ
な
が
っ
て
い
る
た
め

努
力
ゼ
は
中
耳
炎
を
起
こ
し
や
す
い

の
で
す
。
ま
た
、
乳
幼
児
の
場
合
、
カ
ゼ
に

下
痢
は
つ
き
も
の
と
い
っ
て
よ
く
、

言
い
か
え
れ
ば
、
下
痢
の
ほ
と
ん
ど

が
カ
ゼ
に
よ
る
も
の
と
い
っ
て
も
い

い
ほ
ど
で
す
。

下
痢
を
し
て
も
、
食
欲
が
あ
っ
て

さ
げ
ん
か
よ
け
れ
ば
心
配
あ
り
ま
せ

ん
が
、
乳
や
ミ
ル
ク
を
飲
ま
な
く
な

り
、
吐
い
た
り
す
る
よ
う
に
な
る
と

注
意
信
号
と
み
て
い
い
で
し
ょ
う
。

さ
ら
に
、
ぐ
っ
た
り
す
る
、
う
と

う
と
し
て
い
る
、
目
が
薄
ら
く
ぼ
ん

で
く
る
、
ひ
き
つ
け
る
、
尿
が
あ
ま

り
出
な
い
　
ー
　
と
い
っ
た
症
状
は
危

険
信
号
で
す
。

こ
の
よ
う
な
と
き
は
、
直
ち
に
小

児
科
の
専
門
医
の
診
断
を
受
け
ま
し

よ
ー
つ
○

発
熱
の
と
き
は
…

熊
が
あ
る
と
き
は
、
体
の
保
温
に

気
を
配
り
、
頭
を
冷
や
し
て
や
る
と

よ
い
で
し
ょ
う
。

た
だ
、
三
十
八
度
台
の
熱
が
続
く

と
き
や
、
け
い
れ
ん
を
起
こ
し
や
す

い
子
供
の
抱
合
な
ど
は
、
早
め
に
医

師
の
指
示
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま

す。



第284号　　　　　　　　　　　　　　　㊨⑰西の彿（8）

2月下期の遠賀町主要行事

白 �曙 �＿」テ二三＿＿内容i時　間＿＿十難会場 ���担当課中　日的及び主な対象等i備∴考 

（ 15 �車犬薬殺中 ��町　内　全　域 ��一∴「∴∴”－∴－ 

12 �金 �胃iガン 　検診申込み開始 子宮ガン �8：30－－ �役場保健 衛生係窓口 �住民課繭露言ま ��詳細は 6ページ 

16 �火竜簗　委　員　会 ��9；30－－ �役　　　場 �i �� 

17 �水 �家∴庭　教　育　学∴級 �� � �学級生 � 

18 �諸　　　　大　　　　学 ��10：00－15中央公輔車会教翻 ���学紺　　l 
i �� �　1 中央公民坤 �社会教育課 �申込者のみ � 

22 �月 � � �中央公蛾i説∴務∴謀 ��日程を指定された人 �詳細は 2ページ 

23 ‾で 3 25 �∴ 日 9草 木 � �　I 9：00‾16：0年火公鵡 �� 

）、L　　　　rr 

1 � �料金無料で内容は⑭です。言 � 

婚∴∴婿　相　中30－i ��役鯛損十 � � �詳細は 6ページ 

燈 �8：30－17‥焼場鰯計 ��十十∴「∴∴∴∴∴：： ��詳細は 2ページ 

第4回 遠賀町民健廉づくり 推　進　大　会 � �中央輔車展観塵醗甑 ���詳細は 下段 

i‾無料配布　　　　） 
1 ��申込者のみ　　　【 � 

記事の見落しがないよう、すみすみまでよくお読み下さい

み
な
き
ん
　
お
集
ま
り
下
さ
い
／

本
町
で
は
、
町
民
の
健
康
づ
く
り
と
明
る
く
健
全
で
住
み

よ
い
町
づ
く
り
を
目
的
と
し
て
、
健
康
づ
く
り
に
関
す
る
知

識
の
普
及
お
よ
び
地
域
、
家
庭
、
職
場
く
る
み
の
健
康
活
動

を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
今
ま
で
の
健
康
づ
く
り
述
動
の
総
括
と
今
後
の

前
進
を
日
ざ
し
て
次
の
と
お
り
大
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
の

で
、
多
数
の
方
の
参
加
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

▽
期
　
日
　
　
2
月
銃
口
（
木
）

▽
時
　
間
　
　
受
付
　
1
2
時
0
0
分
～

開
会
　
1
3
時
5
0
分
～

▽
場
　
所
　
　
中
央
公
民
館
（
役
場
横
）

▽
内
　
容
　
o
各
部
活
動
報
告

o
記
念
謡
演

産
業
医
科
大
学
教
授

撃
表
宏
有
先
生

。
健
康
づ
く
り
に
関
す
る
映
画
（
1
3
時
－
1
3
時
0
0
分
）

。
町
内
戻
師
に
よ
る
医
窮
相
談
（
1
3
時
5
0
分
－
1
5
時
0
0
分
）

。
貧
血
予
防
科
瑚
展
示
と
試
食
（
1
3
時
－
）

。
触
康
づ
く
り
に
関
す
る
野
菜
種
子
の
配
付

o
鎚
康
づ
く
り
に
関
す
る
小
本
・
ポ
ス
タ
ー
配
付

▽
そ
の
他
　
大
会
行
事
に
つ
い
て
は
、
す
べ
て
無
料
で
す
。

お
気
軽
に
お
い
で
下
さ
い
。


